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は しが き

平成4年 度 か ら、文部 省科学研 究 費補助 金(基 盤研 究C)の 助 成 の もとに行

われた 「変形性 股 関節 症 の発症 ・増悪 因子一脊椎 後弩 症 との 関連 か ら」 は2年

間の研 究期 間 を終 了 し、 ここに研 究成 果 をま とめ る こ とに なっ た。研 究計画

のすべ てが 達成 され た わけで は ない が、 い くつ かの新 しい有用 な知 見 が得 ら

れた と考 え られ る。報 告書 の作 成 にあ た り、各分 野 の専 門家 の方 々か らの率

直 な御 批判 を願 うもので あ る。
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研究発表

1、 学 会誌等

1)後 藤英 司 稲 尾 茂則 岡本哲 軌

青壮 期変 形性 股 関節症 に対 す る大 腿骨外 反伸展 骨切 り術 の長期 成績

日本整形 外科 学会 雑誌69:838,1995.

2)稲 尾 茂 則 安 藤 御 史 後 藤 英 司

セ メ ン ト使 用 型 人工 寛 骨 臼 ソケ ッ トに お け る弛 み につ い て

一metal-backing構 造 の 有 無 に よ る比 較 検 討

整 形 外 科47:52-53,1995.

3)ZhaoQunE.GotohS.lnaoM.Andoh

SafetyofFettweissquattingpositionincongenitaldislocationofthehip

Experimentalstudyregardingpreventionondeformityofthefemoral

headandneckinpigs

JournalOrthpSci:54-581996.

4)稲 尾 茂 則 後 藤 英 司 、 他

改 良 セ メ ン ト手 技 を 用 い て 行 っ たcementedmetal-backedsocketの5年 以

上 経 過 例 の 治 療 成 績

臨 床 整 形 外 科31:607-614,1996.

5)稲 尾 茂 則 後 藤 英 司

成 人脱 臼 股 の 治 療 方 針

関 節 外 科15:37-41,1gg6.

6)稲 尾 茂 則,後 藤 英 司

ペ ル テ ス病 に対 す るChiari骨 盤 骨 切 り術

北 海 道 整 形 災害 外 科 雑 誌39:15-20,1996.
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2、 口頭 発表(主 要学 会)

1)後 藤英司 稲尾茂則 岡本哲軌

末期変形性股関節症に対する外反伸展骨切 り術の15年 成績

日本股関節学会,1995

2)後 藤英司 稲尾茂則 岡本哲軌

青壮年期変形性股関節症に対する大腿骨外反伸展骨切 り術の長期成績

日本整形外科学会,1995

3)稲 尾茂則 後藤英司 岡本哲軌 他

Harrisclwentedmetal-baekedsocket

北 海 道 整 形 災 害 外 科 学 会,1995

4)稲 尾茂則 後藤英司 岡本哲軌 他

全人工股関節置換術後,大 腿動脈損傷をきた した強直性脊椎炎の一例

北海道整形災害外科学会,1995

5)稲 尾茂則 後藤英 司 安 藤御 史

ペ ル テス病 に対 す るChiari骨 盤骨切 り術

北 海道整 形 災害外科 学 会,1995

6)稲 尾茂則 後藤英 司 寺 西 正 入江徹

陳旧性 先 股脱 の治療 に難 渋 したEhlers-Danlos症 候 群 の1例

北 海道股 関節研 究 会、1996

7)稲 尾 茂則,後 藤 英 司,寺 西正

全 人工 股 関節置換 後 遅 発性 大腿動 脈損 傷 を起 こ した強直性 脊椎 炎の1例

リム ・サ ルベ ー ジ研 究会 、1996
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8)ShigenoriInao,EijiGotoh,TadashiTeranishi,TetsunoriOkamoto,

Mifun/iAndo

MinimumFive-YearResultsofMetal-BackedversusAllPolyethylene

SocketsinCementedTotalHipArthroplasty.

The2ndCongressofHipSectionofWesternPacificOrthopaedic

Association,1997

9)稲 尾 茂則,後 藤 英 司,寺 西正,研 谷智

大腿骨 頭壊 死症 に対 す る大腿骨 頭 回転骨切 り術 の5年 以上経 過 例 の検 討

日本 股 関節 学 会、1996
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研究成果

高齢 化社 会 の到 来 とと もに変 形性 股関節症 は増 加 の傾 向 にあ り、 その病態

の解 明 は重 要課題 の ひ とつで あ る。 本邦 にお いて は従 来 その 原 因は小 児期 の

脱 臼や亜脱 臼 に よる ものが ほ とん どで あ ったが 、最近 老齢 者 にお い ては レ ン

トゲ ン上原 因 の不 明 な関節 症が増 加 してい る。 当科 にお い ては、1989年

よ りその原 因 と して老 化 に伴 う脊椎 の変形特 に後 弩症 に伴 う骨 盤 の後傾 に よ

り、骨頭被 覆 の減少 しその結果 関節症 へ と進行 す る とい う仮説 をた て研 究 を

行 って きた。本研 究 の 目的 は股 関節 の レ ン トゲ ン像 を3次 元 的 に解析 し、姿

勢 と骨頭被 覆 の関係 を解析 し、姿勢 の変化 が股 関節 に与 え る影響 を明 らか に

す るこ とであ る。

対 象

60才 以 上 の女性 で腰 椎 後弩 を呈 す るが正 常股 関節 の症例20症 例(正 常

群)を 対照 と し、腰椎 後弩 を呈 しかつ臼蓋形 成不 全 を認 め ない女性 の変 形性

股関節症症 例8例(関 節症 群)を 対 象 と した。正 常群 の年齢 は60才 か ら72才

平均67.3才 で あ りレ ン トゲ ン上腰椎 後 弩 を呈 す もの股 関節 には愁訴 が な くレ

ン トゲ ンで関節症 変化 を認 め ない。 関節症群 の年齢 は54才 か ら72才 平 均60.5

才 で あ りレン トゲ ン上腰 椎 後弩 を呈 しか つ脱 臼や亜脱 臼 を伴 わ ない股 関節 症

を呈 す る もの でそ の罹病期 間 は2年 か ら9年 であ った。

検討 方法

これ らの2群 の立位 骨盤 側面像 か ら骨 盤傾斜 角 度 を測 定 した。傾斜 角 は仙

骨底 が水平 面 となす 角 と した。次 に立位 骨盤 正面像 か ら臼蓋 形 成不 全 の指標

と してCE角 を計測 し、 さ らに小西 が作 成 したcomputerprogramACXを 用 い

水平 面で の臼蓋骨 頭被 覆度 を計算 し比較 検討 した。

結 果

1)骨 盤 傾 斜 角 正 常 群 で は18.5±7.5度 、 関 節 症 群 で は22.5±6.3度 で あ っ

た 。 二 群 間 に有 意 差 は な い もの の 、 これ ら は 当科 にお い て 計 測 した95例 の 女

性 正 常 姿 勢 群 の傾 斜 角33.0±10.1よ り有 意 に後 傾 して い た 。

2)CE角 正 常 股 関節 群 で は29.5±7.5度 、 関節 症 群 で は28.1±12.3度 で あ

り差 を認 め な か っ た 。

3)骨 頭 被 覆 度 正 常 群 で は75.1±6.3%、 関 節 症 群 で は71.3±10.5%で あ る
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が 前 方!/2に 限 っ て 検 討 す る と正 常 群 で は67.3±8.2%、 関 節 症 群 で は60.1

±11.5%で あ り有 意 に減 少 して い た 。
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考察

変形性股 関節 症 の原 因 と して多 数の 因子 が考 え られ るが、 そ の多 くは小 児

期 の股 関節 疾患 に起 因す る もの とされ て きた。 しか しレ ン トゲ ン上 明 らか な

構 築学 的異 常 を呈 さない高齢者 発症 の股 関節症例 に遭 遇 す る こ とが多 く、そ

の病態 を解 明す るこ とは重 要 な こ とであ る。 これ までの我 々の レン トゲ ンと

筋電 図 を用 い た研 究 か ら後弩 症例 におい て は下肢 筋 、特 に股 関節 周 囲 に存在

す る腸腰 筋 、四頭 筋 、大 腿 二頭筋 の活動 性 の増大 してい る こ とが判 明 して い

る。(FIG.1)さ らにバ ネモ デル を用 い た シ ミュ レー シ ョンにて大腿 骨頭 にお い

て正常 の3.1倍 の 関節 合 力が発生 してお り、荷重 方 向 も前 方 か ら後 方 に変位

してい るため、 さ らに前 方 の荷 重 面積 が減少 してい る可 能性 を示 唆 した。 こ

れ らの事 実 に加 え、本研 究 か ら骨頭 被 覆度特 に骨頭 前方 の被 覆 が有 意 に減少

してい るこ とが証 明 され た。(FIG.2)今 後正 常股 関節 群 にお いて 関節症 が発 症

しない と仮 定 す る と、検 討 した二群 問の骨盤傾 斜 角 に差 を認 め ない こ とまた

CE角 に も有意差 を認 め ない こ とか ら,関 節症 群 にお いて は元 々前 方 臼蓋 の低

形成が あ り、骨 盤後 傾 に よ り更 に骨 頭被 覆が悪 化 した と考 え られ る。以上 よ

り腰椎 後弩 症例 の股 関節 におい ては生体 力学 的 に過 酷 な環境 に曝 され てお り、

これ らが関節症 が発 症す る原 因で あ る こ とが推 察 され た。
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お わ りに

本研究により、腰椎の後弩変形により骨盤が後傾 し、その結果股関節にお

いて骨頭被覆が減少することが判明した。さらにこれまでの生体力学的研究

から後弩症例においては股関節に過大な関節合力が作用 してお り、これらが

要因となり関節症へ と進行する可能性が示唆された。 しか し今回の検討は立

位時における静的研究にすぎず、今後は動的要素を加えた生体力学的検討 と

さらに骨盤自体の構築学的検討が必要であろう。

姿勢異常を呈する患者は多いが、今後は腰椎後弩症例においては脊椎のみな

らず股関節にも十分な注意を払うことが必要である。
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